
2026年5月1日～2026年5月31日

11:00 12:25
14:00 15:25
17:20 18:50
20:05 21:30

8:50 10:10
7:20 8:45

11:50 13:10
15:10 16:30
18:00 19:20
20:00 21:20

9:00 10:20
6:55 8:10
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小
鉄
和
広
・
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
が
主

宰
す
る
境
港
声
楽
芸
術
研
究
所
は
、
歌
と
語
り
を
通
し
て
音

楽
の
魅
力
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

を
５
月
24
日
に
み
な
と
テ
ラ
ス(
上
道
町)

で
開
催
し
ま
す
。

境
港
で
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

境
港
で
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

境
港
で
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

境
港
で
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

小
鉄
フ
ィッ
シ
ュ
大
使
が
レ
ク
チ
ャ
ー

小
鉄
フ
ィッ
シ
ュ
大
使
が
レ
ク
チ
ャ
ー

５月24日
　
同
コ
ン
サ
ー
ト
の
タ
イ
ト

ル
は
「
み
な
と
歌
物
語
～
い

の
ち
短
し
恋
せ
よ
乙
女
～
」

で
す
。
境
港
出
身
の
バ
ス
歌

手
・
小
鉄
和
広
大
使(

㈲
東

京
オ
ペ
ラ
社
長)

が
地
元
に

声
楽
の
魅
力
を
広
め
る
願
い

を
込
め
て
開
催
し
ま
す
。

　
オ
ペ
ラ
や
世
界
の
民
謡
を

取
り
上
げ
、
そ
の
背
景
や
物

語
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

な
が
ら
演
奏
す
る
こ
と
で
、

初
め
て
の
皆
さ
ん
に
も
親
し

み
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
小
鉄
大
使
は
「
出
演
者
は

山
陰
出
身
で
、
各
地
で
活
躍

す
る
歌
手
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
で

す
。
今
回
は
、
私
と
つ
な
が

り
の
深
い
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
民

謡
も
ご
紹
介
し
、
異
文
化
の

響
き
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き

ま
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た
小

規
模
な
文
化
の
場
と
し
て
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
来
場

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
サ
ー
ト
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
５
月
24
日
㈰
　
午
後

２
時
30
分
開
演(

午
後
２
時

開
場
／
午
後
３
時
30
分
終

演)場
所
　
み
な
と
テ
ラ
ス 

リ

ハ
ー
サ
ル
室

出
演
者(
敬
称
略)

　
▽
小

鉄
和
広
＝
バ
ス
・
レ
ク
チ
ャ

ー
▽
佐
々
木
ま
ゆ
み(

ソ
プ

ラ
ノ
、
倉
吉
出
身)

▽
原
夏

海(

ソ
プ
ラ
ノ
、
出
雲
出
身)

▽
遠
藤
桃
子(

ピ
ア
ノ
、
米

子
出
身)

演
奏
予
定
曲
　
▽
ゴ
ン
ド
ラ

の
唄(

中
山
晋
平)

▽
≪
ラ
・

ボ
エ
ー
ム
≫
か
ら
「
ム
ゼ
ッ

タ
の
ワ
ル
ツ
」(

プ
ッ
チ
ー

ニ)

▽
≪
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ

ッ
キ
≫
か
ら
「
私
の
お
父
さ

ん
」(

プ
ッ
チ
ー
ニ)

▽
≪
椿

姫
≫
か
ら
「
あ
あ
、
そ
は
彼

の
人
か
、花
か
ら
花
へ
」(

ヴ

ェ
ル
デ
ィ)

▽
≪
ド
ン
・
ジ

ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
≫
か
ら
「
あ
ち

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

「
さ
か
い
み
な
と
中
野
港
漁

村
市
」
が
こ
と
し
は
、
５
月

９
日
と
９
月
12
日
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、

ら
で
手
を
取
り
あ
っ
て
」

(

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト)

▽
「
マ
ケ

ド
ニ
ア
の
乙
女
」(

フ
リ
ス

ト
フ
ス
キ)

入
場
料
　
▽
一
般
＝
２
０
０

０
円
▽
高
校
生
以
下
＝
１
０

０
０
円(

当
日
現
金
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。
乳
幼
児
を

小
型
底
び
き
網
漁
が
解
禁
に

な
る
５
月
か
ら
沿
岸
漁
業
の

基
地
・
中
野
港
で
行
わ
れ
、

こ
と
し
で
14
年
目
に
な
り
ま

す
。

　
同
漁
村
市
実
行
委
員
会
の

担
当
者
は
「
大
山
を
望
み
、

漁
村
の
風
情
漂
う
沿
岸
漁
業

の
基
地
・
中
野
港
に
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
５
月
開
催
の
同
イ
ベ
ン
ト

あ
ら
ま
し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
５
月
９
日
㈯
　
午
前

９
時
か
ら
11
時(

鮮

魚
の
販
売
は
午
前
10

時
か
ら
、
売
り
切
れ

次
第
終
了
。
時
化
で

や
む
な
く
中
止
に
な

っ
た
り
、
内
容
が
変

更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す)

場
所
　
中
野
漁
港

(

鳥
取
県
漁
協
境
港

支
所
前
、
境
港
市
中

野
町)

内
容
　
▽
解
禁
直
後

の
新
鮮
な
小
型
底
び

き
網
漁
の
鮮
魚
販
売

▽
境
港
サ
ー
モ
ン
３
０
０
本

限
定
販
売(

整
理
券
が
必
要

で
す)

▽
干
物
▽
加
工
品
▽

境
港
総
合
技
術
高
校
の
境
港

サ
ー
モ
ン
フ
ラ
イ
バ
ー
ガ
ー

(
限
定)

▽
缶
詰
の
販
売
実

習
▽
惣
菜
各
種
▽
手
作
り
小

物
▽
海
の
生
き
物
に
触
れ
る

タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
▽
移
動

図
書
館
▽
境
港
湾
・
空
港
整

備
事
務
所 

港
湾
業
務
艇
は

く
し
ゅ
う
体
験
ク
ル
ー
ズ

(

現
地
で
申
し
込
み
、
先
着

順)

▽
境
海
上
保
安
部 

巡
視

艇
見
学
な
ど

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
県
漁
協

境
港
支
所(

☎
44
―
０
２
２

５)

ま
で
。

お
連
れ
で
の
ご
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い)

予
約
方
法
　sakaim

inato@
tokyo-opera.co.jp

の
入
力

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
03

―
３
８
２
３
―
６
６
２
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出演者の皆さん（敬称略、 ①小鉄和広
②佐々木まゆみ ③原夏海 ④遠藤桃子）

多
く
の
来
客
で
に
ぎ
わ
う
中
野
港

５月９日と９月12日に開催

中野港漁村市
沿岸の魚を手ごろな価格で

さかい
みなと 　境港市は、みなとオアシス境港

こう

の体制を
強化するため、連絡協議会設置に向けて準
備中です。そこで今回から、同オアシスの
動きを紹介します。

　同オアシスは、港を核に人・モノ・情報が
集い、にぎわいを生み出す地域交流拠点で
す。境港市が設置し、２０１３(平成25)年に
登録されて以来、みなとさかい交流館や夢み
なとタワーを中心に、多彩な取り組みを展開
しています。
　近年は、Sea級グルメ全国大会をはじめ、
大漁祭や夢みなと朝市など、地域の魅力を
生かしたイベントが数多く開催され、多くの
来訪者でにぎわっています。
　こうした活動は、民間団体や関係者の主
体的な参画により支えられており、港ならで
はの活気と魅力を発信しています。一方で、
情報共有や発
信力の強化と
いった課題も
見えてきてい
ます。
　今後は関係
機関や地域団
体の連携をさ
らに深め、情報共有の場としての機能を高め
ることで、観光振興と地域活性化を一層推
進していきます。
　港から広がる新たな交流とビジネスの可能
性に、ぜひご期待ください。
　資料提供：境港市都市整備課港湾・空港対策室

連絡協議会の設置で体制強化へ

みなとオアシス境港の窓

Sea級グルメ全国大会in境港でにぎわう会場
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境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、
美
保
テ
ク
ノ
ス

㈱(

米
子
市
昭
和
町)

の
野の

津づ

健け
ん

市い
ち

社
長
に
伺
い
ま
し

た
。

　
当
社
の
創
業
は
、
戦
後
の

混
乱
と
地
域
の
雇
用
危
機
の

中
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
１
９
５
０
年
に
勃
発
し
た

朝
鮮
戦
争
を
背
景
に
、
美
保

基
地(

佐
斐
神
町)

で
は
多

く
の
人
々
が
駐
留
米
軍
の
業

務
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、

戦
況
の
長
期
化
や
日
本
占
領

の
終
結
に
よ
り
、
基
地
内
の

仕
事
は
急
減
。
そ
の
結
果
、

多
数
の
労
働
者
が
職
を
失
い
、

地
域
社
会
は
深
刻
な
失
業
問

題
に
直
面
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

労
働
者
自
ら
が
新
た
な
仕
事

を
生
み
出
そ
う
と
立
ち
上
が

っ
た
こ
と
が
当
社
の
原
点
で

す
。
中
心
と
な
っ
た
の
は
、

関
西
駐
留
軍
労
働
組
合
鳥
取

県
支
部
の
委
員
長
で
あ
っ
た

仁
宮
次つ

ぐ

　お夫
ら
８
人
で
、
１
９

５
８
年
７
月
、
約
１
５
０
人

の
賛
同
を
得
て
「
美
保
土
木

機
械
企
業
組
合
」
を
設
立
し

ま
す
。

　
同
年
、
進
駐
米
軍
か
ら
建

設
機
械
の
払
い
下
げ
を
受
け

た
こ
と
が
事
業
の
出
発
点
と

な
り
ま
し
た
。
創
業
当
初
は

資
金
や
設
備
も
十
分
と
は
言

え
ず
、
事
務
所
も
簡
素
な
も

の
で
、
経
営
基
盤
は
極
め
て

脆
弱
で
し
た
が
、
地
域
に
根

差
し
た
事
業
を
目
指
す
強
い

意
志
が
支
え
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
組
合
員
同
士
が
助

け
合
い
な
が
ら
仕
事
を
分
担

し
、
組
織
と
し
て
の
結
束
を

高
め
て
い
っ
た
こ
と
も
大
き

な
特
徴
で
し
た
。

　
当
初
は
老
朽
化
し
た
機
械

や
部
品
不
足
と
い
っ
た
課
題

に
直
面
し
ま
し
た
が
、
組
合

員
た
ち
は
基
地
内
で
技
能
講

習
を
受
け
、
修
理
や
操
作
技

術
を
習
得
し
な
が
ら
機
械
を

再
生
し
、
土
木
工
事
や
機
械

リ
ー
ス
へ
と
事
業
を
広
げ
た

の
で
す
。

　
現
場
で
の
経
験
を
積
み
重

ね
る
中
で
技
術
力
と
信
頼

を
高
め
、
徐
々
に
受
注
機

会
も
増
加
。
や
が
て
、
組

織
改
編
や
事
業
拡
大
を
重

ね
、
土
木
、
建
築
だ
け
で

な
く
不
動
産
な
ど
、
幅
広

い
分
野
へ
と
進
出
し
て
い

き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
官
公
庁
工
事

の
受
注
拡
大
や
地
域
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
需
要
の
高
ま

り
を
背
景
に
成
長
を
続
け
、

地
域
に
根
差
し
た
総
合
建

設
企
業
と
し
て
の
基
盤
を

確
立
し
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
地
域
の
社

会
資
本
整
備
を
担
う
存
在

と
し
て
「
夢
、
ま
ち
、
人

づ
く
り
」
を
掲
げ
な
が
ら

地
域
と
と
も
に
歩
み
続
け

て
い
ま
す
。
　
　
　(

談)

創業の創業の 44

地域と共に歩み続けて
― 美保テクノス ―

頃
千
代
む
す
び
酒
造 

岡
空
社
長
が
記
念
講
演

新
社
会
人
に
エ
ー
ル
境港商議所
新就職者激励会

共
に
日
本
を

盛
り
上
げ
よ
う

　

境
港
商
工
会
議
所
は
４
月
６
日
、
第
56
回
新
就
職
者
激
励

会
を
開
催
。
学
窓
を
離
れ
た
〝
社
会
人
１
年
生
〟
64
人(

16

事
業
所)

が
参
加
し
、
職
場
生
活
に
対
す
る
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
に
は
、
千
代
む
す
び
酒
造
㈱(

大

正
町)

の
岡
空
聡そ

う

社
長
を
講
師
に
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

ｔ
ｏ 

ｔ
ｈ

ｅ 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
」
と
題
し
た
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
岡
空
社
長
は
大
山
町
の
生

ま
れ
で
、
㈱
山
陰
合
同
銀
行

に
入
行
。
同
行
で
知
り
合
っ

た
岡
空
陽
子
さ
ん(

千
代
む

す
び
酒
造
㈱
・
岡
空
晴
夫
会

長
の
娘
さ
ん)

と
結
婚
し
ま

す
。
そ
し
て
、
数
年
後
に
34

歳
で
同
社
へ
入
社
。
同
社
で

の
経
験
を
積
ん
で
、
昨
年
社

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
岡
空
社
長
は
ま
ず
、

自
身
が
生
ま
れ
て
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
に
大
き
な
影
響

を
受
け
た
五
つ
の
言
葉
▽
ま

ず
い
も
の
か
ら
食
え
▽
客
商

売
だ
ぞ
▽
計
画
は
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
思
考
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

▽
奉
仕
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

▽
発
酵
食
品
で
世
界
中
の
皆

創
立
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん

さ
ん
の
お
役
に
立
つ
―
を
紹

介
。

　
そ
れ
ら
の
言
葉
を
胸
に
刻

ん
で
行
動
す
る
こ
と
で
「
苦

手
な
こ
と
か
ら
先
に
や
る
こ

と
。
お
客
様
に
は
相
談
し
て

も
ら
い
や
す
い
雰
囲
気
で
話

す
こ
と
。
計
画
は
最
悪
の
こ

と
も
踏
ま
え
て
綿
密
に
作
り

上
げ
る
こ
と
。
境
港
青
年
会

議
所
に
入
会
し
、
リ
ー
ダ
ー

が
会
員
を
支
え
る
奉
仕
の
姿

勢
が
身
に
付
い
た
こ
と
」
な

ど
の
気
づ
き
と
体
験
が
あ
っ

た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
同
社
の
状
況
に
つ

い
て
「
当
社
は
１
６
０
年
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
２
０

０
周
年
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
重
要
な
課
題
は
、
国

際
化
と
高
付
加
価
値
化
で
す
。

人
口
減
少
が
続
く
日
本
の
市

場
に
留
ま
ら
ず
、
海
外
展
開

を
重
視
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

約
30
カ
国
と
取
引
し
て
い
ま

す
が
、
４
年
後
に
は
50
カ
国

に
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
」

と
報
告
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
「
焼
酎
、
リ
キ
ュ

ー
ル
、
ジ
ン
、
ウ
ォ
ッ
カ
、

ウ
ィ
ス
キ
ー
、
ノ
ン
ア
ル
コ

ー
ル
甘
酒
な
ど
の
多
様
な
商

品
作
り
を
展
開
中
で
す
。
ま

た
、
最
高
品
質
の
日
本
酒
も

製
造
し
て
い
ま
す
」
と
紹
介

す
る
岡
空
社
長
。

　
最
後
に
「
世
界
の
人
口
が

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
今
こ

そ
、
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
の
価

値
を
海
外
に
紹
介
す
る
べ
き

で
す
。
共
に
日
本
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
エ

ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
境
港
商
工
会
議
所
議
員
の

う
ち
、
こ
の
た
び
㈱
島
根
銀

行
境
支
店
の
職
務
執
行
者
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
任
期

は
２
０
２
８
年
10
月
31
日
ま

で
。

　
新
し
い
議
員
職
務
執
行
者

は
、
次
の
通
り(

敬
称
略)

。

仙
田
一
樹(

せ
ん
だ
・
か
ず

き)

▽
事
業
所
＝
㈱
島
根
銀

行
境
支
店(

境
港
市
浜
ノ

町)

▽
役
職
＝
支
店
長
▽
変

更
年
月
日
＝
２
０
２
６
年
４

月
1
日
▽
前
任
者
＝
池
田
正

宏(

前
・
支
店
長)

自身の心に残る言葉を贈った岡空聡社長

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
３

月
23
日
の
臨
時
議
員
総
会
で

新
し
い
会
頭
指
名
議
員
に
㈲

足
立
製
綿
所(

足
立
ふ
と
ん

店)

と
㈱
Ｓ
Ｃ
鳥
取
を
選
任

し
ま
し
た
。
任
期
は
、
２
０

２
６
年
４
月
１
日
か
ら
２
０

２
８
年
10
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
新
・
会
頭
指
名
議
員
は
、

次
の
通
り(

敬
称
略)

。

足
立
明
美(

あ
だ
ち
・
あ
け

み)

▽
事
業
所
＝
㈲
足
立
製

綿
所(

境
港
市
幸
神
町)

▽
役

職
＝
代
表
取
締
役
社
長
▽
就

任
年
月
日
＝
２
０
２
６
年
４

月
１
日

塚
野
真
樹(

つ
か
の
・
ま
さ

き)

▽
事
業
所
＝
㈱
Ｓ
Ｃ
鳥

取(

米
子
市
安
倍)

▽
役
職

＝
代
表
取
締
役
▽
就
任
年
月

日
＝
２
０
２
６
年
４
月
１
日

新
た
に
２
社
を
選
任

会
頭
指
名
議
員

境
港
商
議
所

　
鳥
取
県
は
、
中
小
企
業
や

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

経
営
課
題
に
対
し
て
「
と
っ

と
り
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
構
成
し
て
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
県

や
商
工
団
体
な
ど
、
県
内
20

の
機
関
が
連
携
・
協
力
し
て
、

総
合
的
か
つ
集
中
的
な
企
業

支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

へ
。

県内20機関が連携
ネットワーク

総合的・集中的支援

とっとり
企業支援

議員職務執行者に就任

島根銀行境支店 仙田支店長
ー 境港商議所 ー

足立明美・会頭指名議員塚野真樹・会頭指名議員
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生命保険､火災､自転車､自動車､賠償保険
サイバー保険、業務災害補償、自賠責保険

（生命保険代理店）フコクしんらい生命・日本生命・三井住友海上あいおい生命
（損害保険代理店）共栄火災・あいおいニッセイ同和・東京海上日動・損保ジャパン

有限会社 杉 山 実 業
境 港 市 京 町 1 0 0
TEL（0859）44 ｰ 1 321
FAX（0859）44 ｰ 1 322

代表取締役社長

〒684ｰ0004 鳥取県境港市昭和町12番地8－4
TEL 0859ｰ44ｰ0626　  FAX 0859ｰ44ｰ0696

平  岡  克  成
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•
•
•
•
•
•
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　同社は長年、境港で鮮魚荷役業を手掛けてきました。しかし、水
揚げ量や社会情勢の影響を受けやすい業界環境の中、「もう一本の
収益の柱をつくりたい」と新事業を模索。たどり着いたのが農業分
野への参入でした。
　候補地を探す中で大山町の耕作放棄地に出会いました。荒れた
土地を整備し、試験栽培などを重ね、開園までには約３年を要した
といいます。そうして誕生した楽田農園では、現在いちごとバラの
栽培と観光農園運営を行っています。
　いちごは土づくりからこだわり、なるべく薬剤に頼らず栽培。「鳥
取県特別栽培農産物」の認証取得
にも取り組み、安全・安心でおいし
いいちごづくりを進めています。来
園者からは「今年のいちごは特にお
いしい」と好評で、リピーターも多
く何度も足を運ぶ人もいるそうです。
　園内は通路を広く設け、車いすでも
利用しやすい設計。ペット同伴も可
能で、家族連れをはじめ、幅広い世
代が楽しめる空間づくりを進めてい
ます。企業の福利厚生や学童保育の
利用もあり、地域内外から多くの来
園者が訪れています。
　今後は、いちごジャムやバラの花びらを使った
ジャムなど、加工品開発にも力を入れる予定です。
　松本社長は「直売所で手作りジャムも出して
います。数に限りがあるので、ぜひ一度お問い
合わせください」と話しました。
　詳しくは、楽田農園(☎070-3607-0410)まで。

ち
ょ
っ
と拝 見

ニッスイ
サーモン

国
内
サ
ー
モ
ン
事
業
の
推
進
へ

弓
ヶ
浜
水
産
が
社
名
変
更

　

㈱
ニ
ッ
ス
イ(
東
京
都
港
区)

の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
国
内

サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
を
担
う
弓
ヶ
浜
水
産
㈱(

竹
内
団
地
、

鶴
岡
比ひ

呂ろ

志し

社
長)
は
、
こ
と
し
４
月
１
日
付
で
社
名
を

㈱
ニ
ッ
ス
イ
サ
ー
モ
ン
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
同
社
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

　
同
社
の
社
名
変

更
は
、
ニ
ッ
ス
イ

グ
ル
ー
プ
が
推
進

す
る
国
内
サ
ー
モ

ン
事
業
の
ブ
ラ
ン

ド
強
化
と
事
業
拡

大
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

　
ニ
ッ
ス
イ
ブ
ラ

ン
ド
を
冠
し
た
会

社
名
と
す
る
こ
と

で
サ
ー
モ
ン
事
業

の
位
置
づ
け
を
明

確
に
し
、
国
内
で

の
持
続
可
能
な
サ

ー
モ
ン
供
給
体
制

を
強
化
し
ま
す
。

　
ニ
ッ
ス
イ
グ
ル

ー
プ
の
国
内
サ
ー

モ
ン
事
業
は
、
同

社
が
境
港
市
で
開

始
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
同
社
は
新
潟
県
佐
渡

市
、
岩
手
県
大
槌
市
・
陸
前

高
田
市
へ
と
拠
点
を
広
げ
な

が
ら
、
段
階
的
に
生
産
体
制

を
拡
充
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
国
内
生
産
拠
点

を
拡
大
す
る
中
で
、
同
社
は

グ
ル
ー
プ
の
国
内
サ
ー
モ
ン

養
殖
を
担
う
中
核
会
社
と
し

て
、
養
殖
技
術
の
蓄
積
と
安

定
し
た
生
産
体
制
の
構
築
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
境
港
で
は
22
基
の

い
け
す
が
あ
り
、
今
年
度
は

２
０
０
０
㌧
の
水
揚
げ
が
目

標
で
す
。
全
国
の
拠
点
を
合

わ
せ
た
目
標
は
、
４
０
０
０

㌧
と
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
に
は
加
工
部
門
も
あ

り
、
養
殖
し
た
サ
ー
モ
ン
を

三
枚
に
お
ろ
し
た
り
、
定
塩

加
工
し
て
切
り
身
な
ど
に
加

工
。「
境
港
サ
ー
モ
ン
」
の

ブ
ラ
ン
ド
で
、
全
国
の
量
販

店
や
外
食
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど

に
納
入
し
、
境
港
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
も

一
番
の
人
気
で
す
。

　
こ
と
し
は
全
国
か
ら
18
人

の
社
員
が
入
社
。
今
後
、
全

国
各
地
の
養
殖
場
な
ど
に
配

属
さ
れ
る
予
定
で
す
。
同
社

は
今
後
も
更
な
る
人
財
確
保

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
が
、

今
回
の
社
名
変
更
が
採
用
の

面
で
も
好
影
響
の
あ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
鶴
岡
社
長
は
「
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
私
た
ち
を

境
港
の
皆
さ
ん
に
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

こ
の
事
業
を
さ
ら
に
成
長
さ

せ
て
、
境
港
発
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
サ
ー
モ
ン
養
殖
会
社
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
30

―
２
７
２
１)

ま
で
。

　
５
月
12
日
は「
看
護
の
日
」

で
す
。
ま
た
、
看
護
の
日
を

含
む
週
の
日
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
の
１
週
間
は
、
看
護

週
間
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
済
生
会

境
港
総
合
病
院(

米
川
町)

は
「
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

認
知
症
の
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
５
月
12
日
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
身
近
な
人
が
認
知
症
に
な

っ
た
時
の
対
応
方
法
や
認
知

症
予
防
に
つ
い
て
、
同
病
院

の
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師

が
自
身
の
体
験
を
も
と
に
専

門
的
な
知
識
も
交
え
て
話
し

ま
す(

申
し
込
み
不
要
、
参

加
費
無
料)

。

　
同
病
院
の
担
当
者
は
「
た

く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
」
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
同
講
演
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

日
時
　
５
月
12
日
㈫
　
午
後

２
時
～
３
時(

受
付
開
始
＝

午
後
１
時
30
分)

場
所
　
済
生
会
境
港
総
合
病

院 

２
階
会
議
室

講
師
　
田
中
る
み
子
氏(

同

病
院 

認
知
症
看
護
認
定
看

護
師)

　
詳
し
く
は
、
同
病
院(

☎

42
―
３
１
６
１)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

外
国
人
材
の
活
用
境
港
水
産
振
興
協
会

経
営
課
題
に
迫
る 

②

　

境
港
市
内
企
業
の
経
営
課
題
に
迫
り
ま
す
。
今
回
は
「
外

国
人
材
の
活
用
」
に
つ
い
て
、(

一
社)

境
港
水
産
振
興
協
会

(

昭
和
町)

の
江
尻
敏と

し

美み

会
長
に
伺
い
ま
し
た
。

―
外
国
人
材
の
活
用
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
境
港
市
の
労
働
人
口
減

に
備
え
て
、
外
国
人
の
受
け

入
れ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
く
受
け
入
れ
支
援
を
行

っ
て
い
る(

公
財)
境
港
う

な
ば
ら
水
産
奨
学
会(
栄

町)

と
合
わ
せ
て
、
ベ
ト
ナ

ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

か
ら
１
５
０
人
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
」

―
ど
ん
な
人
材
が
来
ま
す
か
。

　「
漁
船
の
乗
組
員
や
水
産

加
工
な
ど
の
業
務
で
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
活
費
を
節

約
し
て
家
族
へ
仕
送
り
を
さ

れ
る
皆
さ
ん
も
い
ま
す
」

―
受
け
入
れ
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
ま
す
か
。

　「
受
け
入
れ
企
業
か
ら
求

人
票
を
い
た
だ
い
て
、
希
望

す
る
国
の
企
業
で
募
集
を
か

け
ま
す
。
誤
解
さ
れ
が
ち
で

す
が
、
日
本
人
と
同
等
の
待

遇
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
人

件
費
削
減
に
は
な
り
ま
せ

ん
」

―
文
化
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
自
転
車
通
勤
を
す
る
た

め
に
、
警
察
の
人
を
招
い
て

交
通
ル
ー
ル
を
学
ん
だ
り
し

ま
す
。
お
茶
席
や
桜
の
花
見

な
ど
、
日
本
文
化
を
学
べ
る

イ
ベ
ン
ト
も
開
い
て
い
ま

す
」

―
外
国
人
材
の
活
用
を
考
え

て
い
る
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
。

　「
介
護
や
左
官
な
ど
、
水

産
以
外
の
分
野
に
も
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
」

　
詳
し
く
は
、
同
水
産
振
興

協
会(

☎
44
―
６
６
６
８)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Part

79企業探訪企業探訪企業探訪
いちごとバラで地域に笑顔を届ける

― 松本商店・楽田農園 ―

観光農園への新たな挑戦

　㈲松本商店(相生町、松本貴
たか

文
ふみ

社長)はこのほど、大山町に
観光農園「楽

らく

田
だ

農園」を開設しました。鮮魚荷役業を営む同
社が新たな事業として取り組む、いちごとバラの農園です。
今回の「企業探訪」は、地域に新たなにぎわいを生み出す同
園を紹介します。

鶴
岡
比
呂
志
社
長（
前
列
中
央
）と
新

入
社
員
の
皆
さ
ん
＝
同
社
入
社
式

楽田農園の皆さん

看護の日に開催

認知症テーマに講演会
済生会境港総合病院

５月12日

ホームページの
２次元コード
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株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

あなたの町の
　　あなたのサポーターです

保険をお探しのお客様へ　お気軽にご相談ください

（ジョブ産雇）鳥取事務所
〒680-0835　鳥取市東品治町102　鳥取駅前ビル3階 
TEL 0857-20-1500　　FAX 0857-20-1502 

離職する従業員の再就職をサポート
人材を確保したい企業に対するサポート
「キャリア人材バンク」で高齢者の再就職をサポート
雇用を維持するための在籍型出向をサポート
社員の人材育成やキャリアアップの出向をサポート
従業員のスキルアップや研修を目的とするセミナー（有料）
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男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
む
境
港
企
業
を
紹
介
す
る
当

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
学
校
法
人 

聖
心
幼
稚
園(

中
町
、
足
立

順
子
園
長)

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
園
は
、
１
９
２
３(

大

正
12)

年
に
設
立
。
境
港
市

で
唯
一
の
幼
稚
園
と
し
て
１

０
４
年
間
、
キ
リ
ス
ト
教
精

神
に
基
づ
い
た
保
育
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

海
外
挑
戦
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

海
外
バ
イ
ヤ
ー
が
や
っ
て
き
た

　
同
国
か
ら
の
招
聘
は
11

年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
そ

の
間
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

の
経
済
成
長
は
著
し
く
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
も
都
市
部

を
中
心
に
中
間
所
得
層
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。
日
本

食
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て

お
り
、
国
内
の
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
は
約
２
２
０
０

店
舗
に
到
達
。
今
後
さ
ら

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
海
外
に
販
路
を
持
つ
バ
イ
ヤ
ー
を
鳥

取
県
に
招
き
、県
内
企
業
と
直
接
商
談
を
行
う
「
バ
イ
ヤ
ー

招し
ょ
う
へ
い聘
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し
３
月
に
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
日
本
食
材
の
卸
売
を
行
う
バ
イ
ヤ
ー
と
、

同
国
を
中
心
に
２
０
０
店
舗
以
上
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
展
開

す
る
企
業
の
仕
入
れ
担
当
者
２
人
を
招
聘
し
ま
し
た
。

な
る
市
場
拡
大
が
期
待
さ
れ

る
有
望
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い

え
ま
す
。

　
今
回
は
４
日
間
と
い
う
限

ら
れ
た
日
程
の
中
で
、
15
の

食
品
関
連
企
業
を
訪
問
し
た

ほ
か
、
県
内
の
小
売
店
や
市

場
の
視
察
、
行
政
機
関
と
の

意
見
交
換
な
ど
、
精
力
的
に

活
動
さ
れ
ま
し
た
。

　
訪
問
先
は
水
産
加
工
品
や

菓
子
、
農
産
加
工
品
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、
バ
イ
ヤ
ー
か

ら
は
「
県
内
で
多
く
水
揚
げ

さ
れ
る
ホ
タ
ル
イ
カ
や
甘
エ

ビ
は
可
能
性
が
大
い
に
あ

る
」「
日
本
の
菓
子
、
特
に

お
土
産
用
は
需
要
が
高
く
、

希
望
が
持
て
る
」
と
高
い
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
は
、
ほ
ぼ
す
べ

て
の
訪
問
企
業
に
対
し
て
見

積
提
出
の
依
頼
が
あ
り
、
実

際
の
成
約
に
向
け
て
大
き
な

期
待
が
持
て
る
結
果
で
し
た
。

　
海
外
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
を
招

く
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
製

造
工
程
を
直
接
見
学
し
て
も

ら
え
る
点
に
あ
り
ま
す
。
製

品
が
生
ま
れ
た

背
景
を
可
視
化

し
て
説
明
す
る

こ
と
で
、
商
品

の
差
別
化
や
価

格
交
渉
を
有
利

に
進
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　
バ
イ
ヤ
ー
側

も
「
埋
も
れ
て

い
る
良
質
な
商

材
」
を
求
め
て

来
県
す
る
た
め
、

買
い
付
け
へ
の
意
欲
が
非
常

に
高
い
の
も
特
徴
で
す
。
今

回
は
バ
イ
ヤ
ー
が
日
本
人
で

あ
っ
た
こ
と
も
、
国
内
取
引

に
近
い
感
覚
で
円
滑
に
意
思

疎
通
が
で
き
、
好
結
果
に
つ

な
が
っ
た
一
因
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
、

食
品
分
野
だ
け
で
な
く
工
芸

　
同
園
の
職
員
は
ほ
と
ん
ど

が
女
性
で
、
男
性
は
牧
師
先

生(

他
の
園
と
兼
務)

と
運

転
手
さ
ん
の
２
人
だ
け
で
し

た
が
、
一
昨
年
に
男
性
職
員

の
吉
住
章し

ょ
う

吾ご

さ
ん
が
仲
間
入

り
し
ま
し
た
。
現
在
は
幼
稚

園
教
諭
と
し
て
、
年
中
組
の

副
担
任
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
着
替
え
場
所

や
ト
イ
レ
な
ど
、
男
性
も
仕

事
を
し
や
す
い
環
境
の
整
備

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
同
園
で
は
、
女
性
が
1
人
、

育
児
休
業
を
取
得
中
で
す
。

短
時
間
勤
務
制
度
も
導
入
。

介
護
休
業
も
取
得
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
勤
務
時
間
は
変
形

労
働
時
間
制
で
▽
午
前
７
時

30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま

で
▽
午
前
８
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
▽
午
前
９
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
―
の
３
パ
タ
ー

ン
が
あ
り
ま
す(

い
ず
れ
も

昼
１
時
間
休
憩
あ
り)

。

　
昨
年
度
の
有
給
休
暇
の
取

得
率
は
、
80
・
６
㌫
で
し
た
。

有
給
休
暇
の
中
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
休
暇
と
い
う
制
度
も
導

入
。
木
・
金
・
土
・
日
曜
日

通
し
て
４
連
休
を
仕
事
に
差

し
支
え
の
な
い
範
囲
で
、
交

代
し
て
休
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
参
観
日
や
学
校
行
事
の

時
な
ど
に
休
め
る
体
制
も
作

っ
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
県
は
、
県
内
幼
稚
園

に
対
し
て
、
資
質
の
向
上
を

目
的
と
し
た
無
料
の
研
修
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
同

園
は
こ
の
処
遇
の
改
善
に
も

つ
な
が
る
研
修
会
を
積
極
的

に
活
用
し
、
交
通
費
な
ど
を

支
援
。

　
併
せ
て
、
前
園
長
が
講
師

と
な
っ
て
自
己
発
揮
に
向
け

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
年
1

回
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
足
立
園
長
は
「
１
０
４
年

マ
レ
ー
シ
ア
の
バ
イ
ヤ
ー
と
商
談
中

品
や
も
の
づ
く
り
分
野
で

の
招
聘
も
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
ア
ジ
ア
だ
け
で

な
く
、
欧
米
な
ど
、
対
象

地
域
の
拡
大
も
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。
県
内
に
い

な
が
ら
海
外
バ
イ
ヤ
ー
と

直
接
商
談
で
き
る
貴
重
な

チ
ャ
ン
ス
を
ぜ
ひ
、
販
路

開
拓
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

の
歴
史
を
大
切
に
し
、
地
域

に
信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
幼

稚
園
に
な
る
よ
う
、
時
代
の

流
れ
に
合
わ
せ
た
教
育
内
容

や
教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
、

職
員
と
ご
家
族
で
一
緒
に
健

や
か
な
子
育
て
に
取
り
組
め

る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
園(

☎
42

―
２
０
４
０)

ま
で
。

　
境
港
市
は
１
９
５
６(

昭

和
31)

年
４
月
１
日
に
誕
生

し
、
こ
と
し
４
月
で
市
制
施

行
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
70
年
の
間
に
は
、
港

湾
・
空
港
の
整
備
を
は
じ
め
、

昭
和
町
、
竹
内
団
地
な
ど
、

外
港
埋
立
地
の
造
成
や
国
道

４
３
１
号
線
、
境
水
道
大
橋
、

江
島
大
橋
が
開
通
し
ま
し
た
。

ま
た
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

の
完
成
に
よ
る
観
光
地
化
や

米
子
鬼
太
郎
空
港
の
国
際
空

港
化
な
ど
、
ま
ち
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。

　
伊
達
憲
太
郎
・
境
港
市
長

境
港
市
が
市
制
施
行
70
周
年

各
種
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
境 港 市

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
市

内
事
業
者
に
向
け
て
各
種
相

談
会
を
毎
月
１
回
ず
つ
開
催

し
て
い
ま
す(

秘
密
厳
守
、

相
談
料
無
料)

。

　
相
談
会
の
名
称
は
▽
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
経
営
相
談
会
▽

知
財
無
料
相
談
会
▽
事
業
承

継
個
別
相
談
会
―
で
す
。
会

場
は
、
い
ず
れ
も
境
港
商
工

は
「
新
た
な
発
展
に
向
け
た

一
歩
を
踏
み
出
す
べ
く
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
市
勢
進
展
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
境
港
市
は
、
市
制
70
周
年

を
記
念
し
▽
水
木
作
品
の
朗

読
イ
ベ
ン
ト
「（
仮
）
～
水

木
し
げ
る
が
育
っ
た
ま
ち

～
」
▽
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う

た
公
開
収
録(

10
月
１
日
・

み
な
と
テ
ラ
ス)

を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市(

☎

47
―
１
０
２
４)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会
議
所
・
経
営
支
援
室(

上

道
町)

。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

へ
。

相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　時

５月の相談会スケジュール

５月12日㈫ 午後1時～4時

５月13日㈬ 午後1時～4時

５月21日㈭ 午後1時～4時

放課後保育を担当する吉住章吾さん（右）

境港商議所

毎月１回開催

各種個別相談会

4
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５月７日㈭ 午前　　　精神科医

〃 　　　午後 産業医

５月12日㈫ 　　　午後 産業医

５月13日㈬ 　　　午後 産業医

５月21日㈭ 午前・午後 産業医

５月26日㈫ 午前・午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健
康や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

５月の相談日

ブルーインパルスも飛行する航空祭

山
岳
遭
難
防
止
に
対
策
を

春
山
を
安
全
に
登
山
し
よ
う

境港警察署

　
近
年
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー

ム
で
、
登
山
を
始
め
た
人
や

登
山
の
機
会
が
増
え
た
人
も

多
い
よ
う
で
す
。
一
方
、
鳥

取
県
で
は
、
昨
年
中
28
件
・

29
人
の
山
岳
遭
難
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
気
候
が
温
暖
な
春
で
も
毎

年
、
山
岳
遭
難
が
絶
え
ず
、

特
に
多
い
の
は
道
迷
い
や
滑

落
、
転
倒
で
す
。

　
春
山
の
山
頂
は
ま
だ
寒
く
、

天
候
も
急
変
し
や
す
い
た
め
、

登
山
計
画
や
装
備
品
が
不
十

分
だ
と
命
に
か
か
わ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
安
全
に
登
山
を
楽
し
む
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す
。

道
に
迷
わ
な
い
よ
う
に
登
山

地
図
ア
プ
リ
を
活
用
し
ま
し

ょ
う
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

の
登
山
地
図
ア
プ
リ
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
広
い
範
囲

を
全
体
的
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
紙
の
登
山
地
図
と
の
併

用
を
お
勧
め
し
ま
す

入
念
な
登
山
計
画
を
立
て
ま

し
ょ
う
　
入
山
時
に
考
え
ら

れ
る
リ
ス
ク
回
避
の
対
策
を

立
て
ま
し
ょ
う

水
分
を
た
く
さ
ん
と
り
ま
し

ょ
う
　
荷
物
を
軽
く
す
る
た

め
に
飲
み
物
を
減
ら
す
こ
と

美
保
基
地
に
売
店
を
オ
ー
プ
ン

隊
員
の
生
活
支
え
地
域
貢
献
も
きさらぎ

スポットライトスポットライト
　

㈱
き
さ
ら
ぎ(
馬
場
崎
町
、
木
村
光み

つ

哉や

社
長)

は
、
こ
と
し

４
月
15
日
に
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
き
さ
ら
ぎ
美
保
基
地
売
店(

航
空

自
衛
隊
美
保
基
地 

厚
生
セ
ン
タ
ー
内
売
店)

を
オ
ー
プ
ン
。

今
回
は
、
同
店
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

　
開
店
の
当
日
に
は
、
同
店

の
前
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
実
施
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
▽
第
３

輸
送
航
空
隊
司
令
兼
美
保
基

地
司
令
・
内
山
均ひ

と
し

空
将
補
▽

第
３
輸
送
航
空
隊
基
地
業
務

群
司
令
・
畑
本
敏と

し

郎お

１
等
空

佐
▽
第
３
輸
送
航
空
隊
司
令

部
人
事
部
長
・
村
田
龍た

つ

也や

３

等
空
佐
▽
山
﨑
製
パ
ン
㈱
岡

山
工
場
・
村
松
俊
彦
営
業
統

括
次
長
▽
㈱
き
さ
ら
ぎ
・
木

村
正ま

さ

明あ
き

会
長(

美
保
基
地
協

力
会
顧
問)

▽
同
社
木
村
光

哉
社
長
―
の
６
人
で
行
い
ま

し
た
。

　
同
社
は
こ
れ
ま
で
、
境
港

市
を
拠
点
に
地
域
密
着
型
の

事
業
を
展
開
し
、
美
保
基
地

と
の
関
わ
り
の
中
で
、
米
子

鬼
太
郎
空
港
内
売
店
の
運
営

や
オ
フ
ィ
ス
サ
プ
ラ
イ
事
業

部
を
通
じ
て
物
品
の
納
入
な

ど
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
日
頃
の
取
引
や

関
係
性
を
通
じ
て
、
隊
員
の

皆
さ
ん
の
業
務
や
生
活
環
境

へ
の
理
解
を
深
め
、
こ
れ
ら

の
経
験
と
信
頼
関
係
を
背
景

に
、
こ
の
た
び
売
店
運
営
の

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

も
の
で
す
。

　
同
店
は
、
山
﨑
製
パ
ン
に

パ
ン
や
和
洋
菓
子
な
ど
の
商

品
供
給
面
で
協
力
し
て
も
ら

い
、
安
定
し
た
供
給
体
制
で
、

常
に
新
鮮
で
品
質
の
高
い
商

品
を
提
供
で
き
る
よ
う
連
携

し
て
い
ま
す
。

　
同
店
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は

日
用
品
、
菓
子
類
、
飲
料
、

カ
ッ
プ
麺
な
ど
の
ほ
か
、
弁

当
、
惣
菜
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

と
い
っ
た
軽
食
類
を
幅
広
く

取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
勤

務
の
合
間
や
訓
練
前
後
な
ど
、

様
々
な
生
活
シ
ー
ン
に
対
応

で
き
る
商
品
構
成
で
す
。

　
ま
た
、
地
元
の
特
産
品
や

土
産
品
も
幅
広
く
取
り
扱
い
、

基
地
見
学
に
訪
れ
る
皆
さ
ん

や
、
隊
員
の
帰
省
時
の
土
産

と
し
て
も
利
用
し
て
も
ら
え

る
売
場
づ
く
り
を
実
施
。
併

せ
て
、
き
さ
ら
ぎ
グ
ル
ー
プ

の
企
画
力
を
活
か
し
て
、
美

保
基
地
に
ち
な
ん
だ
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
や
記
念
品
の
企
画

・
販
売
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　「
基
地
内
売
店
の
運
営
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

光
栄
に
思
い
ま
す
。
隊
員
の

皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
る
と

と
も
に
、
地
域
の
魅
力
や
特

産
品
の
発
信
に
も
取
り
組
み
、

基
地
と
地
域
を
つ
な
ぐ
役
割

を
担
い
た
い
で
す
。
ま
た
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
通
し
て
、
長
く
信

頼
さ
れ
る
存
在
に
な
る
よ
う

に
努
め
ま
す
」
と
話
す
同
店

の
景
山
周し

ゅ
う

司じ

店
舗
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
。

　
併
せ
て
「
普
段
は
一
般
の

皆
さ
ん
が
ご
利
用
い
た
だ
く

機
会
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

美
保
基
地
航
空
祭
に
は
多
く

の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ

け
る
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
売
店
に
も
お
立
ち
寄
り

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

水
分
補
給
の
目
安
は
必
要
な

水
分
量(

㎖)

＝
体
重(

㎏)

×
行
動
時
間(

時
間)

×
５

で
す

登
山
届
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

従
来
か
ら
の
紙
に
よ
る
提
出

の
ほ
か
、
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス(

２
次
元
コ
ー
ド
参
照)

、

登
山
地
図
ア
プ
リ
か
ら
の
提

出
が
便
利
で
す
。
大
山
の
登

山
届
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０

１
１
０)

に

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
大
漁
市
場
な
か
う
ら(

竹

内
団
地
、
鷦さ

さ
き鷯
侑ゆ

う

社
長)

は
、

６
月
27
日
と
28
日
の
２
日
間
、

「
大
漁
市
場
な
か
う
ら
感
謝

祭
２
０
２
６
」
を
実
施
し
ま

す
。

　
同
店
は
、
敷
地
内
に
７
・

７
㍍
の
「
が
い
な
鬼
太
郎
石

像
」
を
２
０
０
６
年
７
月
に

設
置
。
こ
と
し
20
周
年
を
迎

え
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
ご
家
族
や
友
人

と
楽
し
く
交
流
し
て
も
ら
お

う
と
同
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

ま
し
た
。

　
同
店
の
渡
部
直
哉
統
括
部

長
は
「
子
ど
も
た
ち
に
人
気

の
コ
ン
サ
ー
ト
や
シ
ョ
ー
、

ゲ
ー
ム
な
ど
の
参
加
型
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し
て
お
り
、
小

さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
６
月
27
日
㈯
・
28
日

㈰
　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

午
後
３
時(

同
店
の
営
業
時

間
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後

４
時
30
分)

場
所
　
大
漁
市
場
な
か
う
ら

敷
地
内

内
容

６
月
27
日
　
▽
ロ
ケ
ッ

ト
く
れ
よ
ん
コ
ン
サ
ー

ト(

午
前
10
時
～)

▽

鳥
取
大
学
バ
ル
ー
ン
ア

ー
ト(

午
前
10
時
～
、

午
後
２
時
～)

＆
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー(

午

後
１
時
～)

６
月
28
日
　
▽
マ
ジ
シ

ャ
ン
さ
っ
け
ー
・
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー(

午
前
10
時
～
、

午
後
1
時
～)

▽
ご
当
地
ヒ

ー
ロ
ー
シ
ョ
ー(

午
前
11
時

～) 

両
日
　
エ
ビ
す
く
い
や
キ
ャ

ベ
ツ
の
抱
え
取
り
大
会
の
ほ

か
、
製
造
体
験
や
ゲ
ー
ム
な

ど　
詳
し
く
は
、
同
店(

☎
45

―
１
６
０
０)

ま
で
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
た
皆
さ
ん

ロケットくれよんのコンサート

「がいな鬼太郎石像」設置20周年

イベントを開催
ー 大漁市場なかうら ー

６月27日・28日
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総
会
は
、
参
加
者
全
員
で

の
商
工
会
議
所
女
性
会
の
歌

斉
唱
と
活
動
指
針
唱
和
で
ス

タ
ー
ト
。

　
次
に
岡
空
京
子
会
長
が

「
１
期
目
の
目
標
は
『
知
る
』

で
し
た
。
２
期
目
は『
交
流
』

で
、
３
期
目
は
『
楽
し
む
』。

そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
こ
と
し

は
会
員
間
の
交
流
を
は
か
り
、

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
活
動

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

将来の構想を話す三輪陽通会頭

を
行
動
の
指
針
と
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
私
達
も
そ
の

実
現
の
一
助
と
な
る
べ
く
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
続
い
て
２
０
２
５
年
度
事

業
報
告
、
収
支
決
算
並
び
に

２
０
２
６
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
議
事

を
終
了
し
ま
し
た
。

境港商工会議所女性会 2026年度の行事予定

通常総会

プランター植え替え（春）

県商女性連 総会

第13回境港まぐろ感謝祭

中商女性連 総会・鳥取大会（～10日）

視察見学会･会員親睦レクリエーション

第14回チャリティーゴルフ大会

プランター植え替え（秋）

バザー（境港市人権ふれあいフェスティバル）

フラワーアレンジメント講習会

新年互礼会

全商女性連 横浜全国大会

境港商工会議所

水木しげるロード

鳥取商工会議所

境港水産物地方卸売市場

ホテルニューオータニ鳥取

未定

グリーンパーク大山ゴルフ倶楽部

水木しげるロード

みなとテラス

境港商工会議所

未定

横浜市

4月14日㈫

5月26日㈫

6月 5日㈮

6月14日㈰

7月 9日㈭

9月　　　

11月 3日㈫

　

12月　　　

　　　

1月　　　

3月30日㈫

　　　

期　 日 場　　　所事 業・会 議 等

　

境
港
商
工
会
議
所
女
性
会
は
４
月
14
日
、
境
港
商
工
会
議

所
で
２
０
２
６
年
度
通
常
総
会
を
開
催
。
総
会
終
了
後
に
は
、

境
港
商
工
会
議
所
の
三
輪
陽は

る

通み
ち

会
頭
を
迎
え
て
講
話
を
実
施

ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、
境
港
商

工
会
議
所
の
三
輪
陽は

る

通み
ち

会
頭

を
講
師
に
「
こ
れ
か
ら
の
境

港
を
考
え
る
」
と
題
し
た
講

話
を
実
施
。

　
三
輪
会
頭
は
、
ま
ず
自
身

が
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務

め
る
三
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
㈱
と
三
光
グ
ル
ー
プ
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
同
グ
ル
ー
プ
が
産
業
廃
棄

物
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

収
集
運
搬
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
総
合

環
境
事
業
者
と
し
て
中
国
地

方
随
一
で
あ
る
こ
と
や
こ
の

産
業
が
今
後
、
資
源
循
環
の

要
と
し
て
更
な
る
技
術
改
革

が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

同
グ
ル
ー
プ
が
着
実
に
成
果

を
あ
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

良
く
わ
か
る
内
容
で
し
た
。

　
ま
た
、
三
輪
会
頭
は
「
地

域
へ
の
恩
返
し
の
つ
も
り
で

境
港
商
工
会
議
所
の
会
頭
を

引
き
受
け
ま
し
た
。
対
話
を

原
点
と
し
、
そ
れ
に
基
づ
く

提
言
活
動
を
精
力
的
に
行
い

ま
す
」
と
決
意
を
表
明
。
そ

の
言
葉
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
、

期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
境
港
の
さ
ら
な

る
発
展
を
見
据
え
て
の
プ
ラ

ン
「
道
の
駅
」
や
「
各
種
の

魚
感
謝
祭
」
と
い
っ
た
周
辺

地
域
を
ま
き
こ
ん
だ
構
想
に

も
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

　
有
意
義
な
時
間
は
、
ア
ッ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
も

質
問
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
よ
う
で
し
た
の
で
、

ま
た
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ

き
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
親
睦
委
員
Ｈ
）

 

伊
田
由
紀
（
い
だ
・
ゆ
き
）

　
㈱
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト

 

　
　
　 （
米
子
市
両
三
柳
）

　
当
社
は
、
境
港
で
「
カ
ー

 

田
村
貴
子
（
た
む
ら
・
た
か
こ
）

　

Ｐ
ｏ
ｎ
ｏ(

ポ
ノ
）

 

　
　
　 （
境
港
市
東
本
町
）

　
こ
の
た
び
、
境
港
商
工
会

議
所
女
性
会
に
ご
縁
を
い
た

だ
き
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

ブ
ス
」「
明
光
義
塾
」「
ほ
の

か
み
温
泉
」
を
運
営
し
て
い

ま
す
。

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

の
皆
様
が
和
気
あ
い
あ
い
と
、

か
つ
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活

動
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
聞

き
し
、
入
会
を
決
意
し
ま
し

た
。

　
先
輩
の
皆
さ
ん
の
パ
ワ
ー

に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
の

一
員
に
な
れ
る
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
未
熟
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
少
し
で
も
当
女
性
会
の

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ヘ
ナ
と
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を

中
心
と
し
た
個
人
サ
ロ
ン
を

ス
タ
ー
ト
し
て
７
年
目
に
入

り
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
地
域

の
こ
と
に
疎
い
ま
ま
で
す
。

　
も
っ
と
地
域
の
こ
と
を
知

り
た
い
、
い
ろ
ん
な
行
事
に

参
加
し
た
い
、
い
ろ
い
ろ
な

皆
さ
ん
と
繫つ

な

が
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会
に
新
入
会
員
が
入

会
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
会
員 

一
言
ご
あ
い
さ
つ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
昨
年
に
続
き
、
境
港
市
内

中
学
校
の
休
日
部
活
動
を
指

導
す
る
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
支
援
金
を
４
月
14
日
、

境
港
商
工
会
議
所
で
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
贈
呈
し
た
ク
ラ
ブ
は
▽
境

港
Ｊ
Ｈ
Ｓ 

Ｔ
＆
Ｆ(

陸
上)

▽
境
マ
リ
ナ
ー
ズ(

野
球)

▽

さ
ん
た
く
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

(

卓
球)

▽
境
港
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ(

男
子)

▽
境
港
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ(

女
子)

―
の
４
競
技
５
団
体
。

　
同
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業
は
、

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
伴
い
、
指
導
者
や
地
域
の

子
ど
も
達
を
支
援
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
始
め
た
も
の
。

　
贈
呈
式
で
は
、
ク
ラ
ブ
の

代
表
者
か
ら
厳
し
い
環
境
の

中
で
の
ク
ラ
ブ
運
営
の
大
変

さ
を
聞
き
「
私
た
ち
の
活
動

が
少
し
で
も
役
に
立
て
ば
」

と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　
当
女
性
会
は
地
域
貢
献
の

一
環
と
し
て
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
達
の
た
め
に
今
後
も

支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
た
だ
い
ま
、
会
員
を
募
集

中
で
す
。
会
員
の
対
象
者
は

商
工
会
議
所
会
員
企
業
の
女

性
経
営
者
、
ま
た
は
役
員
で

す
。
主
に
講
習
会
や
講
演
会
、

会
員
親
睦
な
ど
を
行
い
、
自

己
の
資
質
向
上
や
お
互
い
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
事
務
局(

境

港
商
工
会
議
所
内
、
☎
44

―
１
１
１
１)

ま
で
。

事業計画・収支予算など決定

境港商議所・三輪会頭の講話も
２０２６年度通常総会

贈
呈
式
に
出
席
し
た
２
ク
ラ
ブ
の

代
表
者
と
当
女
性
会
正
副
会
長

た
だ
い
ま

会
員
募
集
中

休日部活動の一助に

５団体に支援金贈呈

チャリティー事業で
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事務局 ： 〒６８４－００３３ 境港市上道町３１４７
電　話 ： ４４－２７００　ＦＡＸ ： ４４－４６４９
Ｅ-mａｉｌ ： sakaijc@chukai.ne.jp
ホームページ ： http://www.sakaiminato-jc.com/

（一社）境港青年会議所

検索境港青年会議所

（一社）境港青年会議所　ＪＣプレス

　
本
年
度
、
私
た
ち
青
年
会

議
所
Ｐ
Ｒ
推
進
総
務
委
員
会

は
「
多
く
の
共
感
を
生
む
Ｐ

Ｒ
の
推
進
」
を
掲
げ
、
地
域

の
未
来
を
守
る
た
め
の
運
動

を
展
開
中
で
す
。

　
現
代
社
会
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

が
企
業
の
認
知
度
向
上
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
人
材
採
用

な
ど
で
不
可
欠
な
広
報
ツ
ー

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
効
果
的
に
運
用

し
て
い
る
企
業
で
は
、
コ
ア

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定
や
媒
体

５月11日
セミナー

日
本
海
新
聞
・
竺
原
記
者
が
講
演

た
だ
い
ま
参
加
者
募
集
中

選
定
、
発
信
内
容
の
企
画
な

ど
を
専
門
的
に
行
え
る
担
当

者
や
チ
ー
ム
が
継
続
的
に
情

報
発
信
を
す
る
こ
と
で
、
企

業
価
値
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
地
域
企
業
の
現
状

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
つ

つ
も
、
十
分
に
活
用
で
き
て

な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
特
に
広
報
担
当
者
は

「
若
い
か
ら
任
さ
れ
た
」「
専

門
的
な
知
識
が
な
い
ま
ま
運

用
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
状

況
に
あ
り
、
戦
略
的
な
発
信

や
継
続
的
な
運
用
が
難
し
い

と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
こ
の
た
び
、
地
元

企
業
の
広
報
担
当
者
を
対
象

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
の
基
礎
的
な

考
え
方
を
学
ぶ
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
操
作
方
法
や
投
稿
方
法
と

い
っ
た
表
面
的
な
知
識
の
習

得
で
は
な
く
、
ブ
ラ
ン
ド
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
Ｓ

Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕

組
み
を
理
解
す
る
機
会
に
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
目
標
は
、
広
報
担
当
者
が

「
な
ぜ
発
信
す
る
の
か
」「
誰

に
届
け
る
の
か
」
と
い
っ
た

目
的
意
識
を
持
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

運
用
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
、

戦
略
的
か
つ
継
続
的
な
情
報

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
法
を
解
説
す
る
竺
原
優
氏

発
信
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
で
す
。

　
併
せ
て
、
企
業
の
魅
力
や

価
値
を
効
果
的
に
発
信
す
る

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、

企
業
の
認
知
度
向
上
や
人
材

採
用
、
地
域
企
業
の
情
報
発

信
力
の
向
上
な
ど
を
通
し
て
、

地
域
全
体
の
魅
力
発
信
に
役

立
つ
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
５
月
11
日
㈪
　
午
後

２
時
～
４
時

会
場
　
新
日
本
海
新
聞
社
西

　
３
月
例
会
で
「
鳥
取
ブ
ロ

ッ
ク
会
長
公
式
訪
問
例
会
」

を
担
当
し
ま
し
た
。

　
例
会
は
３
月
10
日
、
し
お

さ
い
会
館(

大
正
町)

で
開

催
。
鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
の
朝
倉

新
二
郎
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
役
員
団
の
皆
さ
ん
を
迎
え
、

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
例
会
、

そ
し
て
活
気
あ
ふ
れ
る
懇
親留学生の皆さんと懇談した国際交流会

　

境
港
青
年
会
議
所
は
５
月
11
日
、
新
日
本
海
新
聞
社
西
部

本
社(

米
子
市
両
三
柳)

で
、
セ
ミ
ナ
ー
「
認
知
度
Ｕ
Ｐ
へ
！ 

選
ば
れ
る
企
業
に
な
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
術
」
を
開
催
し
ま
す
。

部
本
社
３
階 

日
本
海
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル(

米
子
市
両
三

柳)講
師
　
竺じ

く

原は
ら

優す
ぐ
る

氏(

㈱
新
日

本
海
新
聞
社 

営
業
局
営
業

企
画
部
・
記
者)

参
加
料
　
１
０
０
０
円(

当

日
ご
持
参
く
だ
さ
い)

定
員
　
80
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す)

　
詳
し
く
は
、
境
港
青
年
会

議
所
事
務
局(

☎
44
―
２
７

０
０)

ま
で
。

　(

Ｐ
Ｒ
推
進
総
務
委
員
会 

委
員
長 

橋
本
祐
太)

　
国
際
交
流
推
進
事
業
と
し

て
「
美
保
館
で
の
国
際
交
流

会
」
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
３
月
22
日
に
旅
館
・
美
保

館(

松
江
市
美
保
関
町
美
保

関)

で
開
催
し
た
今
回
の
国

際
交
流
会
は
、
島
根
大
学
の

大
谷
み
ど
り
・
教
職
大
学
院

(

英
語
教
育)

特
任
教
授
の

協
力
も
得
て
、
５
カ
国(

ネ

パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

コ
ロ
ン
ビ
ア)

の
留
学
生
と

交
流
で
き
ま
し
た
。

　
異
文
化
を
知
る
と
同
時
に

自
国
文
化
を
伝
え
る
良
い
機

会
で
し
た
。
英
語
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
初
め
て
、

ま
た
は
久
し
ぶ
り
の
青
年
会

議
所
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
し
た

が
、
食
事
を
通
じ
楽

し
い
雰
囲
気
で
活
動

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
本
事
業
を
き
っ
か

け
に
、
メ
ン
バ
ー
の

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
好
奇

心
が
強
ま
れ
ば
良
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　(

国
際
ひ
と
づ
く

り
委
員
会 

委
員
長 

吉
村
拓
己)

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
境
港
の
青
年
会
議
所
ら
し

く
、
例
会
で
は
心
地
よ
い
緊

張
感
を
共
有
し
、
懇
親
会
で

は
境
港
名
物
の
松
葉
蟹
や
千

代
む
す
び
酒
造
の
日
本
酒
、

そ
し
て
趣
向
を
凝
ら
し
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

ブ
ロ
ッ
ク
役
員
の
皆
さ
ん
と

の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ

と
の
で
き
た
鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク

会
長
公
式
訪
問
例
会
で
し
た
。

　「
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
は
、
ま
ず
最
も
身
近
な

存
在
で
あ
る
家
族
を
大
切
に

す
る
」
と
い
う
原
点
を
再
確

認
し
、
明
る
く
豊
か
な
社
会

の
実
現
に
向
け
て
メ
ン
バ
ー

全
員
が
改
め
て
意
識
を
一
つ

に
で
き
た
貴
重
な
時
間
に
な

り
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　(

国
際
ひ
と
づ
く
り
委
員

会 

委
員
長 

吉
村
拓
己)

鳥取ブロックの役員団と当会メンバー

　境港青年会議所は、私
たちと一緒になって地域の
課題解決に向けた活動を企
画・運営していただける人の
ご入会をお待ちしています。
　ご興味のある人は、当青
年会議所事務局(☎44－27
00)へ。また、公式ホーム
ページ(「境港青年会議所」
で検索)をご覧ください｡

一緒に活動しませんか

ただいま会員募集中

ブ
ロ
ッ
ク
会
長
が
公
式
訪
問

境
港
ら
し
さ
を
発
揮
し
た
例
会
・
懇
親
会

異文化コミュニケーションを実施

５カ国の留学生と交流
島大・大谷特任教授の協力で
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夢
み
な
と
タ
ワ
ー

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
三
平
茶
屋(

大
正
町)

の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ソ
フ
ト
『
し
お
ソ

フ
ト
』
の
色
は
何
色
で
し
ょ

う
」
と
い
う
も
の
で
、
正
解

は
③
の
「
青
」
で
し
た
。

賞
品
　
ソ
フ
ト
引
換
券(

し

お
ソ
フ
ト
、
ミ
ル
ク
ソ
フ
ト
、

ミ
ッ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
一

つ)

　
境
港
市
民
音
楽
祭
実
行
委

員
会(

事
務
局
＝
境
港
市
文

化
振
興
財
団)

は
、
こ
と
し

９
月
に
開
催
す
る
第
４
回
境

港
市
民
音
楽
祭
の
出
演
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
開
催
日

は
▽
９
月
５
日(

合
唱)

▽
９

月
６
日(

器
楽
・
声
楽
ほ
か)

▽
９
月
12
日(

吹
奏
楽)

▽
９

月
13
日(

器
楽
・
声
楽
ほ
か)

▽
９
月
26
日
・
27
日(

軽
音

楽
・
ダ
ン
ス)

―
の
６
日
間
。

会
場
は
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ガ

ー
デ
ン(

中
野
町)

と
み
な

と
テ
ラ
ス(

上
道
町)

の
２

カ
所
で
す
。
市
民
と
演
奏
者

が
一
堂
に
会
し
、
演
奏
と
鑑

賞
を
同
時
に
楽
し
め
る
超
参

加
型
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に
今

か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
池
淵

美
恵
子(

中
野
町)

▽
西
村
穣

(

馬
場
崎
町)

▽
中
澤
收(

夕

日
ヶ
丘)

▽
提
嶋
真
由
美(

森

岡
町)

▽
渡
辺
弘
大(

上
道

町)ス
ポ
ン
サ
ー
　
三
平
茶
屋

(

大
正
町)ペ

ン
を
置
い
て

米子－台北国際定期便が、週2便で運航中！（月曜日·金曜日）グルメや絶景スポットなど、魅力
あふれる台湾の旅に出かけませんか。 皆様のご利用をお待ちしています。

台湾国際定期便  好評運航中！

米子 ⇔ 台北　気軽に台湾へ✈　 月　 金

「グループ旅行支援」や「パスポート取得支援」 もあります！
詳しくは https://www.pref.tottori.lg.jp/260090.htm

※時刻は現地時間(時差1時間)です。

正解と当選者

 

段
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の

 

ひ
ら
め
き
ダ
ン
ラ
ボ

　
大
人
気
の
段
ボ
ー
ル
工
作

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
段
ク
リ
エ

イ
タ
ー
」
が
贈
る
、
遊
び
な

が
ら
〝
ひ
ら
め
き
〟
と
〝
し

く
み
〟
を
学
べ
る
ワ
ク
ワ
ク

空
間
で
す
。

開
催
期
間
　
開
催
中
～
５
月

６
日
㈬

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
５

時(

最
終
入
場
＝
午
後
４
時

30
分
）

料
金
　
▽
一
般
＝
９
０
０
円

▽
子
ど
も(

３
歳
以
上
～
高

校
生)

＝
５
０
０
円
▽
２
歳

以
下
＝
無
料

　
詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー(

☎
47
―
３
８
０
０)

へ
。

申込締切日　５月４日㈪
　詳しくは、境港市文化振興
財団（☎44－１０００）へ。

ただいま出演者募集中
境港市民音楽祭

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

スポンサー　　大漁市場なかうら(竹内団地)

大漁市場なかうら(竹内団地)に設置されてい
る石像・がいな鬼太郎の高さは何ｍでしょう
か。(ヒントは５ページ)

① ３．５ｍ
② ５．６ｍ
③ ７．７ｍ

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切 5月8日㈮(当日消印有効)

賞品  「かにめし(炊き込みご飯の素)」 ５名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…私は、これまで東京や大阪、そして
海外の飲食店でマネージャーとして経験を積んできまし
た。2020年のコロナ禍でUターンし、地元・米子市に「う
どんマルコ元町商店街店」をオープン。多くの現場で学
んできた接客や味づくり、店舗運営のノウハウを活かし、
「大好きな地元に恩返しがしたい」「地域を少しでも盛り
上げたい」という想

おも

いから、２号店として境港市に「う
どんマルコhanare」を開店しました。
○おすすめポイントは？…当店のこだわりは、毎朝一か
ら仕込む自家製麺と、素材の旨みを丁寧に引き出したお
出汁です。麺はその日の気温や湿度に合わせて微調整を
行い、コシと喉ごしのバランスを大切に仕上げています。
お出汁は、香り・深み・余韻にこだわっています。最後
の一滴まで美味しく飲み干していただくことが目標です。
シンプルな一杯だからこそ、ごまかしのきかない“本物
の美味しさ”を追求しています。
○お客様は？…若いお客様からご高齢の皆さんまで、ご来
店いただいています。店内にはゆったりとくつろげる座
敷席もご用意しており、小さなお子様連れのご家族にも
安心してご利用いただけます。また、子育て世帯を応援
する取り組みとして、子育てパスポートをご提示いただ
くと、会計から５％割引きさせていただきます。
○一言PR！…うどんマルコは、特別な日だけでなく、日
常の中で気軽に立ち寄っていただける“地域のよりどこ
ろ”のようなお店を目指しています。お一人様からご家
族連れまで、どなたでも安心してご来店いただける空間
づくりと、心を込めた一杯で皆さんをお迎えいたします。
ぜひ気軽にお立ち寄りください。

【事業所のあらまし】
代 表 者 	野口貴史(のぐち・たかし)
所 在 地	 境港市竹内町3583-27
T E L	 0859-21-3750※予約可
営業時間	 日～木曜日11：00～21：00
	 金～土曜日11：00～23：00
休 業 日	 詳細はInstagram参照
事業内容	 飲食店(うどん店)

一番人気の「マルコ定食」
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